
No.8 株式会社御祓川



小さくとも、まち・みせ・ひとが循環する未来・能登 

能登の里山里海に根差した営みを未来につなげるため、

企業が支え合い、影響を与えあいながら挑戦することで、人が育つ土壌を耕し続けている

地域中間支援者 幹事法人

わたしたちの目指す地域の姿

①経営者の学びの場をつくる

②能登の人事部としてのソリューション

③地域外のリソースを能登の地域企業とつなげる

御祓川のビジネスモデル



能登の人事部のサービス

人が育ち、

事業が育つ好循環をつくる。



地域課題について①

その他参加者の声

友達ではなく、目的を共有

できる経営者の集まりを

増やしていく必要がある

若者視点の情報発信より

地域からの支持が大切

仕事外の時間を充実

するための地域同期

づくりをしたい

【議題】
なぜ若者は能登に集まらないのか？暮らしを大切にしたい層が苦しむ構造を変えたい

能登半島地震がなくても人材が流出しつづける構造

・18歳までの教育で能登の魅力を感じさせられていない

・ロールモデルの様な活躍している若者が少なく、魅力的な仕事がないと思われている

・住居がないことや地域の人間関係や不便さから生活が大変

参考：ワークショップでできた地域課題構造化マップ



地域課題について 企業が人材不足に陥る構造①

経営者の勉強不足によって、経営計画や

ビジョンの共有不足、人材育成への投資

判断ができないことに起因するサイクル



地域課題について 企業が人材不足に陥る構造②

社内の関係性が悪いことを放置し続ける

と時間をかけて若者が流出し続ける構造

人が辞めたまま、放置していくと、

成長意欲の低い人が残り続ける構造

経営者の思考の質が下がることによって

挑戦しない企業風土が固定化する構造

前ページの利益が出ないループと

低い賃金水準は関連する



◼ 労働力不足

・地震の影響で従業員が減少し、新たな人材の確保が困難。

・高齢化が進み、若い労働力が不足している。

・特にITなどの専門技術を持つ人材・職人や管理職が不足。

◼ 住居問題

・地震で住居が被害を受け従業員の住む場所が確保できない。

・仮設住宅や寮の不足が深刻。

◼ 設備・インフラの損壊

・製造設備や工場が地震で損壊し、再建が必要。

・道路やインフラの復旧が遅れている。

◼ 販売・営業の停滞

・地震の影響で観光客が減少し、売上が低下。

・商品の在庫管理や流通に問題が発生。

◼ 資金調達の困難

・復旧・再建に必要な資金の確保が難しい。

・補助金や支援金の申請が煩雑で、手続きが進まない。

◼ 労働力の確保

・若い人材の育成や地域への定住促進。

・季節労働者や専門スキルを持つ副業人材の活用。

◼ 住居の整備

・仮設住宅や社員寮の建設支援。

・住居の確保を通じた労働力の安定化。

◼ 税制優遇措置

・固定資産税の減免や免除。

・地方税の軽減措置。

◼ インフラの早期復旧

・道路や公共施設の早期復旧。

・インフラ整備の迅速化。

◼ 資金支援の拡充

・補助金や支援金の手続き簡素化。

・長期的な資金支援の確保。

◼ 地域振興策

・観光業の復興支援。

・地域資源を活用した新規事業の推進。

ヒアリングから民間側でも注力できる事項 (赤色)

企業課題について（地震後の影響など）

ヒアリング企業 (業種)

和倉炊飯(商社)、のと復耕ラボ(里山事業)、珠洲焼/篠原 様(伝統工芸)、櫻田酒造(酒造)、日の出大敷( 漁業)

丸一観光(観光業)、木ノ浦ビレッジ(宿泊業)、みんなの馬(観光業)、ゆめうらら(農業)、山王神社(神社)

岸田木材(製材業)、大野製炭工場(製薪炭業)、能登森林組合(林業)

共通する課題

共通する要望

労働力不足に地震が輪をかける一方

地域外から人材を確保しようにも住居不足



実証ラボ
参画企業概要



企業 所在地 業種 概要 従業員数

㈲ 白崎シーサイド
ホテル 

七尾市 宿泊 和倉温泉で140年続く老舗旅館「多田屋」 30

数馬酒造 ㈱ 能登町 酒造
創業156年の奥能登を代表する銘柄「竹葉」の醸造
元

18

㈱ エフラボ 七尾市 製造業
日本最大の椅子再生工場
県産材を使用したソファの製造・販売も行う

53

㈲ 七尾自動車教習所 七尾市 教習所
創設67年の自動車教習所。ドローン講習や宿泊施設
運営も

35

ザアグラリアン
テーブル合同会社

珠洲市 宿泊 能登半島最果ての宿泊施設、木ノ浦ビレッジを運営 13

岸田木材㈱ 氷見市 製材業
創業142年の製材業・土木建築請負業
ひみ里山杉のブランド化

40

㈱ 丸一観光 七尾市 観光
1965年運送業を創業。「みどりのバス」で観光バス
やタクシーの運営

85

会員企業紹介



ローカルゼブラ
企業概要と

ロジックモデル



みらいに株式会社

ITなんでも相談サービス、ITお困りごと解決サービス、奥能登の部署継承窓口サービスを通じて、ITリテ

ラシーの低い地方の中小企業の弱みを補完する。ITソリューションで能登の中小企業を支える会社。

みらいに㈱ ロジックモデル

能登が能登らしく発展し続ける社会のために

創業 ：2021年

代表者：長岡 幸佑

業種：ITコンサルティング

従事人数：２人



能登の廃業問題にフォーカスし、後継者不在等によって廃業する事業所を引継ぎ、事業継続を目指す。資本提

携や人材投入などの手段を駆使し、ハンズオンで実行する。若手経営者を増やすことがKPI。

㈱ノトツグ ロジックモデル

地場産業をアップデートし、能登の里山里海文化の持続可能性を高める

創業 ：2021年

代表者：友田 景

業種 ：投資・コンサルティング

従事人数：５人



今誰かがやらなければ、10年20年先の能登の未来はない。

「農業」「漁業」「飲食業」「観光施設運営」 4つの事業に加えて、震災後に

「温浴施設」と「解体建設業」をはじめる。 能登の一次産業を守り繋ぐため、多

様な協力体制を駆使し 地域全体で生業が継続していく仕組み作りに取り組む。

㈱能登風土 ロジックモデル

創業：2015年 代表者：酒井 光博 業種：複合企業 従事人数：25人



みらいに
株式会社

バックオフィスIT化 共創ツアー受入事業買収投資

地域エコシステムの全体像

幹事法人 地域中間支援者

域内企業（実証ラボ）

㈲白崎シーサイドホテル

数馬酒造 ㈱ ㈱ エフラボ

㈲七尾自動車教習所ザアグラリアン
テーブル(合)

岸田木材㈱

㈱ 丸一観光

伴走支援

写真検討中

実証ラボ勉強会の様子ローカルゼブラ

コーディネート

のと発酵的復興会議2025の様子

視察in三豊の様子



策定プロセス

実証ラボの取り組み全体像

環境要因分析ローカルゼブラ企業
実証ラボ（7社）

（経営と人材課題の深堀りと地域
リーディングカンパニーの成長）

共創ツアー
（外部人材・外部組織のニーズ掘り起
こしと地域課題とのすり合わせ）

他地域視察
（地域経営の見識を深め、取り入

れられる要素の発見）

廃業問題リサーチ
（地域の産業と雇用を守るため、

事業環境の調査）

事業者・支援者ヒアリング
（事業者の現状と課題の把握）

外部環境調査
（都市部や大企業の動向調査と若

者の就労意向調査）

地域課題構造マップ作成
（10月末たたき台、12月完成）

インパクトレポート作成・
実施報告会
（2月中）

地域ビジョン策定
（1月中）

中小企業のデジタル化
調査

（効率化のためのIT課題調査）



策定プロセス

実証ラボの取り組み概要



実証ラボ ロジックモデルとKPI

KPI：能登の実証ラボの企業群に地域内外から集まってくる人数＆改善プロジェクト数



インパクト戦略

ローカルゼブラ３社のロジックモデルと、

中間支援組織、実証ラボのロジックモデルを統合。



教訓とまとめ

教訓

小さなビジョンの集合体が地域のビジョンになる

まとめ：人が育つ土壌を耕し続ける

・未来を見据えた意欲のある若い経営者を増やし、常に学ぶ経営者を育てる＝実証ラボの継続

・会員企業のチャレンジに人が集まることで、改善プロジェクトが進む(発酵的復興）

・実証ラボが発展することで、地域インパクトが大きくなり、人が育つ土壌が耕される

各社の復興が能登の復興となる ⇨ 発酵的復興には時間がかかる

能登半島地震からの復興を考えるフェイズで、各社・各エリアの状況が

違いすぎるなか、共通の地域ビジョンを掲げるということに実証ラボで

は違和感があった。そこで、各社が目指すビジョンに向かって復興して

いくことで、主体性を持った活動が可能となり、その集合体が地域を育

むことにつながるというエコシステムのあり方を共有した。復興のプロ

セスにおいて地域内外との関わりから、時間をかけて地域の構造を変化

(発酵)させるように、発酵的復興というコンセプトで各社のビジョンを

共有し続けるつながりを構築することができた。



発酵的復興＝復興のプロセスにおいて地域内外との関わりから地域の構造を変化(発酵)させる

自社の復興が能登の復興＝各社のビジョンがつながりあって、時間をかけて地域を育む

人材不足と人材教育について、能登各社が連携して若者が働きやすい環境をつくる
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